
どれも教室の中だけ
では決して学ぶことが
できない、貴重な体験
ばかりです。

特に６年生の修学旅
行では、大きな地震に

遭遇するというアクシデントがありましたが、子ど
もたちは様々な活動に前向きに取り組み、仲間同士
の絆も深まりました。

鹿角のＰＲ活動では、函館市民の皆さんに積極的
に話しかけ、自作のラベルを貼ったりんごジュース
や卒業生が作成したオリジナルの観光パンフレット
をプレゼントすることができました。元町やベイエ
リアでのグループ別研修、五稜郭公園や五稜郭タワ
ーの散策・見学なども充実していました。規律をし
っかりと守り、きびきびと行動し、きちんと挨拶が
できる平元小の子どもたちを、宿泊先のホテルの皆
さんやバスの添乗員さんが賞賛されていました。

たくさんの体験を通して、函館のよさ、ふるさと
鹿角のよさ、友だちのよさ、家族のありがたみを感
じ、自分をしっかりと見つめるすばらしい機会とな
りました。北海道新幹線開通の年にもあたり、子ど
もたち一人一人にとって、一生の思い出に残る修学
旅行となったものと思われます。保護者の皆様、お
見送り、お出迎え、ありがとうございました。

なお、４・５年生の自然体験学習、１～３年生の
校外学習も、充実した取組ができました。ご協力に
感謝いたします。

６年生修学旅行…函館駅前では鹿角のよさをＰＲ

１～３年 校外学習…きりたんぽづくり

４・５年生自然体験学習…白神体験センターで

《学校教育目標》
心豊かにたくましく、主体的に

生きる力を高めてめていく子どもの育成
～強く、明るく、美しく～
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ひらもと

６月６日に３・４年生が、大湯ストー ６月１３日には、全校で今年度２回目のアップル活動を
ンサークル周辺緑地で、「みどりの食材 行いました。活動内容は、中心果を残して他を間引く「摘
連絡会」の皆さんやＪＡかづの、鹿角市 果作業」です。良質なりんごを収穫するための大切な作業
農林課の方々の指導の下、フキ刈り体験 ですが、講師の佐藤さんのお話を聞いて、しっかりと取り
をしました。 組みました。勢い余って、りんごに栄養を供給する役割を
刈り取り後は、実際に試食もできまし 果たす葉や枝を取ってしまう失敗もありましたが、上の学

た。地産地消のよさや鹿角の自然の恵み 年の子どもが下の学年のお世話をしながら、なかよく活動
を感じる、とても貴重な機会となりまし することができました。
た。今後、社会科の学習にも生かされる 子どもたち
ことと思います。 の収穫への願

なお、 いのこもった
刈り取ら 看板も設置で
れたフキ きました。思
は、翌日、 いやりの心や
鹿角市内 「考え判断す
各小・中 る力」「表現
学校の給 する力」など
食の食材 を高めるすば
になりま らしい機会と
した。 なりました。


